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vPCについて

vPCの概要
仮想ポートチャネル（vPC）を使用すると、物理的には 2台の異なるCisco Nexusデバイスに接続
されている複数のリンクを、第 3のデバイスからは単一のポートチャネルとして認識されるよう
にすることができます（次の図を参照）。第 3のデバイスには、スイッチやサーバなどあらゆる
ネットワーキングデバイスが該当します。vPCでは、マルチパス機能を使用することができま
す。この機能では、ノード間の複数のパラレルパスをイネーブルにし、さらには存在する代替パ

スでトラフィックのロードバランシングを行うことにより、冗長性が確保されます。

Figure 1: vPCのアーキテクチャ

EtherChannelの設定は、次のいずれかを使用して行います。

•プロトコルなし

•リンク集約制御プロトコル（LACP）

vPCピアリンクチャネルなど、vPCで EtherChannelを設定した場合、それぞれのスイッチでは 1
つの EtherChannelに最大 32個のアクティブリンクをまとめることができます。

vPCの機能を設定したり実行したりするには、まずvPC機能をイネーブルにする必要があります。Note

vPC機能をイネーブルにするためには、vPC機能を実現する 2つの vPCピアスイッチの vPCドメ
インにピアキープアライブリンクおよびピアリンクを作成する必要があります。

vPCピアリンクを作成する場合は、まず一方の Cisco Nexusデバイス上で、2つ以上の Ethernet
ポートを使用して EtherChannelを設定します。さらに他方のスイッチ上で、2つ以上の Ethernet
ポートを使用して別の EtherChannelを設定します。これら 2つの EtherChannelを接続することに
より、vPCピアリンクが作成されます。
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vPCピアリンク EtherChannelはトランクとして設定することが推奨されます。Note

vPCドメインには、両方の vPCピアデバイス、vPCピアキープアライブリンク、vPCピアリン
ク、および vPCドメイン内にあってダウンストリームデバイスに接続されているすべての
EtherChannelチャネルが含まれます。各 vPCピアデバイスに設定できる vPCドメイン IDは 1つ
だけです。

EtherChannelを使用する vPCデバイスはすべて、両方の vPCピアデバイスに接続する必要があり
ます。

Note

vPCには次のような利点があります。

•単独のデバイスが、2つのアップストリームデバイスを介して EtherChannelを使用できるよ
うになります。

•スパニングツリープロトコル（STP）のブロックポートが不要になります。

•ループフリーなトポロジが実現されます。

•利用可能なすべてのアップリンク帯域幅を使用します。

•リンクまたはスイッチに障害が発生した場合、高速コンバージェンスが実行されます。

•リンクレベルの復元力を提供します。

•ハイアベイラビリティが保証されます。

用語

vPCの用語

vPCで使用される用語は、次のとおりです。

• vPC：vPCピアデバイスとダウンストリームデバイスの間の結合された EtherChannel。

• vPCピアデバイス：vPCピアリンクと呼ばれる特殊な EtherChannelにより接続されることで
対をなす個々のデバイス。

• vPCピアリンク：vPCピアデバイス間の状態を同期するために使用されるリンク。

• vPCメンバポート：vPCに属するインターフェイス。

• vPCドメイン：両方の vPCピアデバイス、vPCピアキープアライブリンク、vPC内にあって
ダウンストリームデバイスに接続されているすべてのポートチャネルが含まれるドメイン。

また、このドメインは、vPCグローバルパラメータを割り当てるために使用する必要がある

仮想ポートチャネルの設定

3

仮想ポートチャネルの設定

用語



コンフィギュレーションモードに関連付けられています。vPCドメイン IDは、両スイッチ
で同じであることが必要です。

• vPCピアキープアライブリンク：ピアキープアライブリンクでは、さまざまなvPCピアCisco
Nexusデバイスの稼働力のモニタリングが行われます。ピアキープアライブリンクは、vPC
ピアデバイス間での設定可能なキープアライブメッセージの定期的な送信を行います。

vPCsピアキープアライブリンク上を移動するデータまたは同期トラフィックはありません。
このリンクを流れるトラフィックは、送信元スイッチが稼働しており、vPCを実行している
ことを知らせるメッセージだけです。

vPCドメイン
vPCドメインを作成するには、まず各 vPCピアスイッチに対し、1～ 1000の範囲にある値を使用
して vPCドメイン IDを作成する必要があります。この IDは、対象となるすべての vPCピアデ
バイス上で同じであることが必要です。

EtherChannelおよび vPCピアリンクは、LACPを使用するかまたはプロトコルなしのいずれかで
設定できます。可能な場合、ピアリンクで LACPを使用することを推奨します。これは、LACP
が EtherChannelの設定の不一致に対する設定チェックを提供するためです。

vPCピアスイッチでは、設定した vPCドメイン IDに基づいて、一意の vPCシステムMACアド
レスが自動的に割り当てられます。各 vPCドメインには一意のMACアドレスがあり、vPCに関
連する特定の処理の際に固有識別子として使用されます。ただしスイッチで vPCシステムMAC
アドレスが使用されるのは、LACPなどリンク関連の処理に限ります。連続したネットワーク内
の vPCドメインはそれぞれ、一意のドメイン IDを使用して作成することが推奨されます。ただ
し、CiscoNX-OSソフトウェアでアドレスを割り当てる代わりに、vPCドメインに特定のMACア
ドレスを設定することもできます。

vPCピアスイッチでは、設定した vPCドメイン IDに基づいて、一意の vPCシステムMACアド
レスが自動的に割り当てられます。スイッチで vPCシステムMACアドレスが使用されるのは、
LACPや BPDUなどリンク関連の処理に限ります。vPCドメインに特定のMACアドレスを設定
することもできます。

どちらのピアにも同じ vPCドメイン IDを設定することが推奨されます。またドメイン IDはネッ
トワーク内で一意であることが必要です。たとえば、2つの異なる vPC（一方がアクセススイッ
チ、もう一方が集約スイッチ）がある場合は、それぞれの vPCに固有のドメイン IDを割り当て
てください。

vPCドメインを作成すると、その vPCドメインのシステムプライオリティが Cisco NX-OSソフト
ウェアによって自動的に作成されます。vPCドメインに特定のシステムプライオリティを手動で
設定することもできます。

システムプライオリティを手動で設定する場合は、必ず両方の vPCピアスイッチ上に同じプラ
イオリティ値を割り当てるようにしてください。両側の vPCピアスイッチに異なるシステムプ
ライオリティ値が割り当てられている場合、vPCは稼働しません。

Note
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ピアキープアライブリンクとメッセージ

Cisco NX-OSソフトウェアでは、vPCピア間のピアキープアライブリンクを使用して、設定可能
なキープアライブメッセージが定期的に送信されます。これらのメッセージを送信するために

は、ピアスイッチ間にレイヤ 3接続が必要です。ピアキープアライブリンクがアップ状態で稼働
していなければ、システムでは vPCピアリンクをアップすることができません。

一方の vPCピアスイッチに障害が発生すると、vPCピアリンクのもう一方の側にある vPCピア
スイッチでは、ピアキープアライブメッセージを受信しなくなることによってその障害を検知し

ます。vPCピアキープアライブメッセージのデフォルトの時間間隔は 1秒です。この時間間隔
は、400ミリ秒～ 10秒の範囲で設定することができます。タイムアウト値は、3～ 20秒の範囲内
で設定可能で、デフォルトのタイムアウト値は 5秒です。ピアキープアライブのステータスの確
認は、ピアリンクがダウンした場合にのみ行われます。

vPCピアキープアライブは、Cisco Nexusデバイス上の管理 VRFでもデフォルトの VRFでも伝送
できます。管理 VRFを使用するようスイッチを設定した場合は、mgmt 0インターフェイスの IP
アドレスがキープアライブメッセージの送信元および宛先となります。デフォルトのVRFを使用
するようスイッチを設定した場合は、vPCキープアライブメッセージの送信元アドレスおよび宛
先アドレスとしての役割を果たす SVIを作成する必要があります。ピアキープアライブメッセー
ジに使用される送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレスがどちらもネットワーク上で一意であり、
かつそれらの IPアドレスがその vPCピアキープアライブリンクに関連付けられている VRFから
到達可能であることを確認してください。

Cisco Nexusデバイスの vPCピアキープアライブリンクは、管理 VRFで mgmt 0インターフェイ
スを使用して実行されるように設定することが推奨されます。デフォルトのVRFを設定する場合
は、vPCピアキープアライブメッセージの伝送に vPCピアリンクが使用されないようにしてくだ
さい。

Note

vPCピアリンクの互換パラメータ
多くの設定パラメータおよび動作パラメータが、vPC内のすべてのインターフェイスで同じでな
ければなりません。vPC機能をイネーブルにし、さらに両方の vPCピアスイッチ上でピアリンク
を設定すると、シスコファブリックサービス（CFS）メッセージにより、ローカル vPCピアス
イッチに関する設定のコピーがリモート vPCピアスイッチへ送信されます。これによりシステム
では、2つのスイッチ間で重要な設定パラメータに違いがないかどうか判定が行われます。

vPC内のすべてのインターフェイスで設定されている値を表示するには、show vpc
consistency-parametersコマンドを入力します。表示される設定は、vPCピアリンクおよび vPC
の稼働を制限する可能性のある設定だけです。

vPCに関する互換性チェックのプロセスは、正規の EtherChannelに関する互換性チェックとは異
なります。
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vPCポートチャネルでの新しいタイプ 2整合性チェック

vPCポートチャネルのスイッチポートMAC学習設定を検証するために、新しいタイプ 2整合性
チェックが追加されました。show vpc consistency-check vPC <vpc no.>の CLIは、MAC学習設定
のローカル値とピア値を表示するように拡張されました。これはタイプ 2チェックであるため、
ローカル値とピア値の間に不一致がある場合でも vPCは動作しますが、CLI出力から不一致が表
示されることがあります。

switch# sh vpc consistency-parameters vpc 1112

Legend:
Type 1 : vPC will be suspended in case of mismatch

Name Type Local Value Peer Value
------------- ---- ----------------------
-----------------------
Shut Lan 1 No No
STP Port Type 1 Default Default
STP Port Guard 1 None None
STP MST Simulate PVST 1 Default Default
nve configuration 1 nve nve
lag-id 1 [(fa0, [(fa0,

0-23-4-ee-be-64, 8458,
0-23-4-ee-be-64, 8458,

0, 0), (8000, 0, 0),
(8000,

f4-4e-5-84-5e-3c, 457,
f4-4e-5-84-5e-3c, 457,

0, 0)] 0, 0)]
mode 1 active active
Speed 1 10 Gb/s 10 Gb/s
Duplex 1 full full
Port Mode 1 trunk trunk
Native Vlan 1 1 1
MTU 1 1500 1500
Admin port mode 1
Switchport MAC Learn 2 Enable Disable>
Newly added consistency parameter
vPC card type 1 Empty Empty
Allowed VLANs - 311-400 311-400
Local suspended VLANs - -

同じでなければならない設定パラメータ

ここで説明する設定パラメータは、vPCピアリンクの両側のスイッチ上で設定が同じであること
が必要です。

ここで説明する動作パラメータおよび設定パラメータは、vPC内のすべてのインターフェイスで
一致している必要があります。

vPC内のすべてのインターフェイスで設定されている値を表示するには、show vpc
consistency-parametersコマンドを入力します。表示される設定は、vPCピアリンクおよび vPC
の稼働を制限する可能性のある設定だけです。

Note
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スイッチでは、vPCインターフェイス上でこれらのパラメータに関する互換性チェックが自動的
に行われます。インターフェイス別のパラメータはインターフェイスごとに整合性を保っている

ことが必要であり、グローバルパラメータはグローバルに整合性を保っていることが必要です。

•ポートチャネルモード：オン、オフ、またはアクティブ
•チャネル単位のリンク速度
•チャネル単位のデュプレックスモード
•チャネルごとのトランクモード：

•ネイティブ VLAN
•トランク上で許可される VLAN
•ネイティブ VLANトラフィックのタギング

•スパニングツリープロトコル（STP）モード
•マルチスパニングツリーの STP領域コンフィギュレーション（MST）
• VLANごとのイネーブル/ディセーブル状態
• STPグローバル設定：

•ブリッジ保証設定
•ポートタイプ設定：vPCインターフェイスはすべて標準ポートとして設定することが推
奨されます

•ループガード設定

• STPインターフェイス設定：

•ポートタイプ設定
•ループガード
•ルートガード

これらのうち、イネーブルでないパラメータや一方のスイッチでしか定義されていないパラメー

タは、vPCの整合性検査では無視されます。

どの vPCインターフェイスもサスペンドモードになっていないことを確認するには、show vpc
briefコマンドおよび show vpc consistency-parametersコマンドを入力して、syslogメッセージを
チェックします。

Note

同じにすべき設定パラメータ

次に挙げるパラメータのいずれかで、両側の vPCピアスイッチ上の設定が一致しないと、誤設定
に伴ってトラフィックフローに望ましくない動作が発生する可能性があります。

• MACエージングタイマー
•スタティックMACエントリ
• VLANインターフェイス：vPCピアリンクの両端にある各スイッチのVLANインターフェイ
スは同じ VLAN用に設定されている必要があり、さらにそれらの管理モードおよび動作モー

仮想ポートチャネルの設定
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ドも同じであることが必要です。ピアリンクの一方のスイッチでのみ設定されている VLAN
では、vPCまたはピアリンクを使用したトラフィックの転送は行われません。VLANはすべ
て、プライマリ vPCスイッチとセカンダリ vPCスイッチの両方で作成する必要があります。
両方で作成されていない場合、VLANは停止することになります。

• ACLのすべての設定とパラメータ
• Quality of Service（QoS）の設定およびパラメータ：ローカルパラメータです。グローバルパ
ラメータは同じであることが必要です

• STPインターフェイス設定：

• BPDUフィルタ
• BPDUガード
•コスト
•リンクタイプ
•プライオリティ
• VLAN（Rapid PVST+）

すべての設定パラメータについて互換性があることを確認するためにも、vPCの設定後は各 vPC
ピアスイッチの設定を表示することが推奨されます。

VLANごとの整合性検査
VLAN上でスパニングツリーのイネーブル/ディセーブルが切り替わるたびに、いくつかのタイプ
1整合性検査が VLAN単位で実行されます。この整合性検査に合格しない VLANは、プライマリ
スイッチおよびセカンダリスイッチでダウン状態になりますが、その他のVLANは影響を受けま
せん。

vPC自動リカバリ
両側の vPCピアスイッチでリロードが実行され、かつ一方のスイッチのみリブートした場合、自
動リカバリによってそのスイッチがプライマリスイッチとして機能し、一定時間が経過した後に

vPCリンクがアップ状態になります。このシナリオにおけるリロード遅延時間は、240～ 3600秒
の範囲で設定できます。

ピアリンクの障害に伴ってセカンダリ vPCスイッチ上の vPCがディセーブルになり、さらにプラ
イマリ vPCスイッチで障害が発生するか、またはトラフィックが転送できなくなると、セカンダ
リスイッチでは vPCが再イネーブル化されます。このシナリオの場合、vPCではキープアライブ
が 3回連続して検出されないのを待ってから vPCリンクが回復します。

vPC自動リカバリ機能は、デフォルトでイネーブルです。

vPCピアリンク
vPCピアリンクは、vPCピアデバイス間の状態を同期するために使用されるリンクです。

仮想ポートチャネルの設定
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vPCピアリンクを設定する場合は、あらかじめピアキープアライブリンクを設定しておく必要が
あります。設定しておかないと、ピアリンクは機能しません

Note

vPCピアリンクの概要
vPCピアとして設定できるのは、対をなす 2台のスイッチです。それぞれのスイッチは互いに、
他方の vPCピアに対してのみ vPCピアとして機能します。vPCピアスイッチには、他のスイッチ
への非 vPCリンクを設定することもできます。

適正な設定を行うため、各スイッチに EtherChannelを設定し、さらに vPCドメインを設定しま
す。各スイッチの EtherChannelをピアリンクとして割り当てます。冗長性を確保できるよう、
EtherChannelには少なくとも 2つの専用ポートを設定することが推奨されます。これにより、vPC
ピアリンクのインターフェイスの 1つに障害が発生すると、スイッチは自動的にフォールバック
し、そのピアリンクの別のインターフェイスが使用されます。

EtherChannelはトランクモードで設定することが推奨されます。Note

多くの動作パラメータおよび設定パラメータは、vPCピアリンクにより接続されている各スイッ
チ上で同じ値であることが必要です。各スイッチは管理プレーンから完全に独立しているため、

重要なパラメータについてスイッチ同士に互換性があることを確認する必要があります。vPCピ
アリンクの設定が完了したら、各 vPCピアスイッチの設定を表示し、それらの設定に互換性が
あることを確認してください。

vPCピアリンクによって接続されている 2つのスイッチでは必ず、同一の動作パラメータおよび
設定パラメータが設定されている必要があります。

Note

vPCピアリンクを設定する際、vPCピアスイッチでは、接続されたスイッチの一方がプライマリ
スイッチ、もう一方がセカンダリスイッチとなるようにネゴシエーションが行われます。デフォ

ルトの場合、Cisco NX-OSソフトウェアでは、最小のMACアドレスを基にプライマリスイッチ
が選択されます。特定のフェールオーバー条件の下でのみ、このソフトウェアは各スイッチ（つ

まり、プライマリスイッチとセカンダリスイッチ）に対して別々の処理を行います。プライマリ

スイッチに障害が発生した場合、システムが回復した時点でセカンダリスイッチがプライマリス

イッチとして動作し、元々のプライマリスイッチがセカンダリスイッチとなります。

ただし、どちらの vPCスイッチをプライマリスイッチにするか設定することもできます。一方の
vPCスイッチをプライマリスイッチにするためロールプライオリティを再設定する場合は、まず
プライマリ vPCスイッチとセカンダリ vPCスイッチのそれぞれに対してロールプライオリティを
適切な値に設定し、shutdownコマンドを入力して両スイッチのvPCピアリンクであるEtherChannel
をシャットダウンした後、no shutdownコマンドを入力して両スイッチの EtherChannelを再度イ
ネーブルにします。

仮想ポートチャネルの設定
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ピア間では、vPCリンクを介して認識されたMACアドレスの同期も行われます。

設定情報は、Cisco Fabric Service over Ethernet（CFSoE）プロトコルを使用して vPCピアリンクを
転送されます。両方のスイッチで設定されているこれらのVLANのMACアドレスはすべて、vPC
ピアスイッチ間で同期されています。この同期に、CFSoEが使用されます

vPCピアリンクに障害が発生すると、ソフトウェアでは、両方のスイッチが稼働していることを
確認するため、vPCピアスイッチ間のリンクであるピアキープアライブリンクを使用してリモー
ト vPCピアスイッチのステータス確認が行われます、vPCピアスイッチが稼働している場合は、
セカンダリ vPCスイッチにあるすべて vPCポートがディセーブルになります。さらにデータは、
EtherChannelにおいて依然アクティブ状態にあるリンクに転送されます。

ソフトウェアは、ピアキープアライブリンクを介してキープアライブメッセージが返されない場

合、vPCピアスイッチに障害が発生したと認識します。

vPCピアスイッチ間では、別途用意されたリンク（vPCピアキープアライブリンク）を使用し
て、設定可能なキープアライブメッセージが送信されます。vPCピアキープアライブリンク上の
キープアライブメッセージにより、障害が vPCピアリンク上でだけ発生したのか、vPCピアス
イッチ上で発生したのかが判断されます。キープアライブメッセージは、ピアリンク内のすべて

のリンクで障害が発生した場合にだけ使用されます。

vPC番号
vPCドメイン IDと vPCピアリンクを作成すると、ダウンストリームスイッチを各 vPCピアス
イッチに接続するための EtherChannelを作成することができます。ダウントストリームスイッチ
上で EtherChannelを 1つだけ作成し、そのポートの半分をプライマリ vPCピアスイッチ用、残り
の半分をセカンダリ vPCピアスイッチ用として使用します。

各 vPCピアスイッチ上では、ダウンとリームスイッチに接続された EtherChannelに同じ vPC番
号を割り当てます。vPCの作成時にトラフィックが中断されることはほとんどありません。設定
を簡素化するため、各 EtherChannelに対してその EtherChannelと同じ番号の vPC ID番号を割り当
てることもできます（EtherChannel 10に対しては vPC ID 10を割り当てるなど）。

vPCピアスイッチからダウンストリームスイッチに接続されている EtherChanneチャネルに割り
当てる vPC番号は、両方の vPCスイッチで同じでなければなりません。

Note

その他の機能との vPCの相互作用

vPCと LACP
Link Aggregation Control Protocol（LACP）では、vPCドメインのシステムMACアドレスに基づい
て、その vPCに対する LACP Aggregation Group（LAG）IDが構成されます。

仮想ポートチャネルの設定
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LACPは、ダウンストリームスイッチからのチャネルも含め、すべての vPC EtherChannel上で使
用できます。vPCピアスイッチの各 EtherChannelのインターフェイスに対しては、LACPをアク
ティブモードで設定することが推奨されます。この設定により、スイッチ、単方向リンク、およ

びマルチホップ接続の間の互換性をより簡単に検出できるようになり、実行時の変更およびリン

ク障害に対してダイナミックな応答が可能になります。

vPCピアリンクは、16の EtherChannelインターフェイスをサポートしています。

システムプライオリティを手動で設定する場合は、必ず両方の vPCピアスイッチ上に同じプラ
イオリティ値を割り当てるようにしてください。両側の vPCピアスイッチに異なるシステムプ
ライオリティ値が割り当てられている場合、vPCは稼働しません。

Note

vPCピアリンクと STP
vPC機能の初回起動時には、STPは再コンバージェンスします。STPは、vPCピアリンクを特殊
なリンクとして扱い、常に vPCピアリンクを STPのアクティブトポロジに含めます。

すべての vPCピアリンクインターフェイスを STPネットワークポートタイプに設定して、すべ
てのvPCリンク上でBridgeAssuranceが自動的にイネーブルになるようにすることを推奨します。
また、vPCピアリンク上ではどの STP拡張機能もイネーブルにしないことが推奨されます。

一連のパラメータは、vPCピアリンクの両端の vPCピアスイッチ上で設定を同じにする必要があ
ります。

STPは分散型です。つまり、このプロトコルは、両端の vPCピアスイッチ上で継続的に実行され
ます。ただし、セカンダリ vPCピアスイッチ上の vPCインターフェイスの STPプロセスは、プ
ライマリスイッチとして選択されている vPCピアスイッチ上での設定により制御されます。

プライマリ vPCスイッチでは、Cisco Fabric Services over Ethernet（CFSoE）を使用して、vPCセカ
ンダリピアスイッチ上の STP状態の同期化が行われます。

vPCピアスイッチ間では、プライマリスイッチとセカンダリスイッチを設定して 2つのスイッ
チを STP用に調整する提案/ハンドシェイク合意が vPCマネージャによって実行されます。さら
にプライマリ vPCピアスイッチにより、プライマリスイッチおよびセカンダリスイッチの vPC
インターフェイスに対する STPプロトコルの制御が行われます。

ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）では、代表ブリッジ IDフィールドの STPブリッ
ジ IDとして、vPCに対して設定されたMACアドレスが使用されます。これら vPCインターフェ
イスの BPDUは vPCプライマリスイッチにより送信されます。

vPCピアリンクの両側での設定を表示して、設定が同じであることを確認してください。vPCに
関する情報を表示する場合は、show spanning-treeコマンドを使用します。

Note

仮想ポートチャネルの設定
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CFSoE
Cisco Fabric Services over Ethernet（CFSoE）は、vPCピアデバイスの動作を同期化するために使用
される信頼性の高い状態転送メカニズムです。CFSoEは、vPCにリンクされている、STP、IGMP
などの多くの機能のメッセージとパケットを伝送します。情報は、CFS/CFSoEプロトコルデータ
ユニット（PDU）に入れて伝送されます。

CFSoEは、vPC機能をイネーブルにすると、デバイスによって自動的にイネーブルになります。
何も設定する必要はありません。vPCの CFSoE分散には、IPを介してまたは CFSリージョンに
分散する機能は必要ありません。CFSoE機能が vPC上で正常に機能するために必要な設定は一切
ありません。

show mac address-tableコマンドを使用すれば、CFSoEが vPCピアリンクのために同期するMAC
アドレスを表示できます。

no cfs eth distributeまたは no cfs distributeコマンドは入力しないでください。vPC機能に対して
はCFSoEをイネーブルにする必要があります。vPCがイネーブルの場合にこれらのコマンドのい
ずれかを入力すると、エラーメッセージが表示されます。

Note

show cfs applicationコマンドを入力すると、出力に「Physical-eth」と表示されます。これは、
CFSoEを使用しているアプリケーションを表します。

vPCフォークリフトアップグレードシナリオ
次に、vPCトポロジ内のCiscoNexus 3600プラットフォームスイッチのペアから異なるCiscoNexus
3600プラットフォームスイッチのペアへの移行のシナリオについて説明します。

vPCフォークリフトアップグレードの考慮事項：

• vPCロール選択とスティッキビット

2つのvPCシステムを結合してvPCドメインを形成する場合、優先順位によって、どのデバイ
スがvPCプライマリで、どのデバイスがvPCセカンダリであるかが決まります。プライマリデ
バイスがリロードされると、システムがオンラインに戻り、vPCセカンダリデバイス（現在
動作可能なプライマリ）への接続が復元されます。セカンダリデバイス（動作プライマリ）

の動作ロールは変更されません（不要な中断を回避するため）。この動作は、スティッキ情

報がスタートアップコンフィギュレーションに保存されないスティッキビットで実現されま

す。この方法では、稼働中のデバイスがリロードされたデバイスに勝ちます。したがって、

vPCプライマリはvPCの動作セカンダリになります。スティッキビットは、vPCノードがピア
リンクおよびピアキープアライブダウンで起動し、自動回復期間後にプライマリになるとき

にも設定されます。

• vPCの遅延復元

遅延復元タイマーは、ピア隣接が既に確立されている場合、リロードの後で復元済みの vPC
ピアデバイスで起動する vPCの遅延のために使用されます。

仮想ポートチャネルの設定

12

仮想ポートチャネルの設定

CFSoE



復元した vPCピアデバイス上の VLANインターフェイスが起動するのを遅延するには、
interfaces-vlanオプションを delay restoreのオプションコマンドを使用します。

• vPC自動リカバリ

両方のvPCピアスイッチがダウンしたデータセンターの停電中に、1つのスイッチのみが復元
された場合、自動回復機能により、そのスイッチがプライマリスイッチの役割を引き継ぎ、

自動回復期間後にvPCリンクが起動します。デフォルトの自動回復期間は 240秒です。

次の例は、vPCピアノードNode1とNode2をNew_Node1とNew_Node2に置き換える移行シナリオで
す。

Node2動作
のロール

Node2
Configured
role（Ex：
role priority
200）

Node1動作
のロール

Node1
Configured
role（Ex：
role priority
100）

予想される動作移行ステップ

セカンダリ

スティッ

キービッ

ト：False

セカンダ

リ

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：False

プライマリトラフィックは

vPCピア（Node1
とNode2）の両方
によって転送さ

れます。

Node1はプライマ
リで、Node2はセ
カンダリです。

初期状態です。1

セカンダリ

スティッ

キービッ

ト：False

セカンダ

リ

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：False

プライマリプライマリvPCピ
アNode1でトラ
フィックが収束

しました。

Node2の交換：
Node2のすべての
vPCとアップリンク
をシャットダウン

します。ピアリン

クおよびvPCピア
キープアライブは

管理アップ状態で

す。

2

適用対象外適用対象

外

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：False

プライマリNode1は引き続き
トラフィックを

転送します。

Node2を削除しま
す。

3
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Node2動作
のロール

Node2
Configured
role（Ex：
role priority
200）

Node1動作
のロール

Node1
Configured
role（Ex：
role priority
100）

予想される動作移行ステップ

セカンダリ

スティッ

キービッ

ト：False

セカンダ

リ

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：False

プライマリNew_Node2がセ
カンダリとして

起動します。

Node1は引き続き
プライマリで

す。

トラフィックは

Node01で引き続
き転送されま

す。

New_Node2を設定
します。設定をス

タートアップコン

フィギュレーショ

ンにコピーしま

す。管理アップ状

態のvPCピアリンク
およびピアキープ

アライブ。

New_Node2の電源
をオフにします。

すべての接続を確

立します。

New_Node2の電源
をオンにします。

4

セカンダリ

スティッ

キービッ

ト：False

セカンダ

リ

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：False

プライマリトラフィック

は、ノード1と
New_Node2の両
方によって転送

されます。

New_Node2のすべ
てのvPCとアップリ
ンクポートを起動

します。

5

セカンダリ

スティッ

キービッ

ト：False

セカンダ

リ

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：False

プライマリトラフィックは

New_Node2に収
束します。

Node1の交換：

Node1でvPCとアッ
プリンクをシャッ

トダウンします。

6

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：True

セカンダ

リ

適用対象外適用対象外New_Node2がセ
カンダリにな

り、プライマリ

が動作し、ス

ティッキービッ

トがTrueに設定
されます。

Node1を削除しま
す。

7

仮想ポートチャネルの設定

14

仮想ポートチャネルの設定

vPCフォークリフトアップグレードシナリオ



Node2動作
のロール

Node2
Configured
role（Ex：
role priority
200）

Node1動作
のロール

Node1
Configured
role（Ex：
role priority
100）

予想される動作移行ステップ

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：True

セカンダ

リ

セカンダリ

スティッ

キービッ

ト：False

プライマリNew_Node1がプ
ライマリ、運用

セカンダリとし

て起動します。

New_Node1を設定
します。スタート

アップ実行をコ

ピーします。

新しいNode1の電源
をオフにします。

すべての接続を確

立します。

New_Node1の電源
をオンにします。

8

プライマリ

スティッ

キービッ

ト：True

セカンダ

リ

セカンダリ

スティッ

キービッ

ト：False

プライマリトラフィック

は、新しいノー

ド1と新しいノー
ド2の両方によっ
て転送されま

す。

New_Node1のすべ
てのvPCとアップリ
ンクポートを起動

します。

9

設定済みのセカンダリノードを動作可能なセカンダリとして設定し、設定済みのプライマリを動

作可能なプライマリとして使用する場合は、移行の最後にNode2をリロードできます。これオプ
ションであり、機能上の影響はありません。

（注）

VRFに関する注意事項と制約事項
vPC設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

• vPCは、異なるタイプの Cisco Nexus 3000シリーズスイッチ間ではサポートされません。

• VPCピアには、VXLAN用に同じ予約済みVLANが必要です。ピアの予約済みVLANが異な
ると、VXLANで望ましくない動作が発生する可能性があります。

• CLIコマンドの sh vpc briefの出力に、Delay-restore statusと Delay-restore SVI statusの 2つの
追加のフィールドが表示されます。

• vPCピアリンクおよび vPCインターフェイスを設定する場合は、あらかじめ vPC機能をイ
ネーブルにしておく必要があります。

仮想ポートチャネルの設定
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•システムにおいて vPCピアリンクを構成するためには、その前にピアキープアライブリン
クを設定しておく必要があります。

• vPCピアリンクは、少なくとも 2つの 10ギガビットイーサネットインターフェイスを使用
して構成する必要があります。

•どちらのピアにも同じ vPCドメイン IDを設定することが推奨されます。またドメイン IDは
ネットワーク内で一意であることが必要です。たとえば、2つの異なる vPC（一方がアクセ
ススイッチ、もう一方が集約スイッチ）がある場合は、それぞれの vPCに固有のドメイン
IDを割り当ててください。

• vPCに使用できるのは、ポートチャネルのみです。vPCは標準ポートチャネル（スイッチ間
の vPCトポロジ）およびポートチャネルホストインターフェイス（ホストインターフェイ
スの vPCトポロジ）で設定できます。

•両側の vPCピアスイッチを設定する必要があります。ただし vPCピアデバイス間で設定が
自動的に同期化されることはありません。

•必要な設定パラメータが、vPCピアリンクの両側で互換性を保っているかチェックしてくだ
さい。

• vPCの設定中に、最小限のトラフィックの中断が発生する可能性があります。

• vPC内の LACPを使用するポートチャネルはすべて、アクティブモードのインターフェイス
で設定することが推奨されます。

• vPCの最初のメンバが起動すると、トラフィックが中断する可能性があります。

• OSPF over vPCおよび BFD with OSPFは、Cisco Nexus 3000シリーズスイッチでサポートされ
ます。

SVIの制限：BFDセッションが仮想ポートチャネル（vPC）ピアリンクを使用して SVI経由
で行われる場合、BFDエコー機能はサポートされません。SVI設定レベルで no bfd echoを使
用して、vPCピアノード間で行われる SVI経由のすべてのセッションに関して BFDエコー
機能を無効にする必要があります。

• mgmtインターフェイスの代わりにレイヤ 3リンクがピアキープアライブに使用され、CPU
キューがコントロールプレーントラフィックで輻輳している場合、vPCピアキープアライブ
パケットがドロップされる可能性があります。CPUトラフィックには、ルーティングプロト
コル、ARP、Glean、および IPMCミスパケットが含まれます。ピアキープアライブインター
フェイスが管理インターフェイスではなくレイヤ 3リンクの場合、vPCピアキープアライブ
パケットは低優先度キューで CPUに送信されます。

レイヤ 3リンクが vPCピアキープアライブに使用される場合は、次の ACLを設定して vPC
ピアキープアライブを優先します。

ip access-list copp-system-acl-routingproto2
30 permit udp any any eq 3200

ここでは、3200がキープアライブパケットのデフォルト UDPポートです。このACLは、デ
フォルトポートが変更された場合に、設定された UDPポートと一致する必要があります。

仮想ポートチャネルの設定
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vPC設定の確認
vPCの設定情報を表示する場合は、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

vPCがイネーブルかどうかを表示します。switch# show feature

設定されている EtherChannelの数、およびスイッチ上でまだ
使用可能な EtherChannelの数を表示します。

switch# show port-channel capacity

vPCの実行コンフィギュレーションの情報を表示します。switch# show running-config vpc

vPCに関する簡単な情報を表示します。switch# show vpc brief

すべての vPCインターフェイス全体で一貫している必要があ
るパラメータのステータスを表示します。

switch# show vpc
consistency-parameters

ピアキープアライブメッセージの情報を表示します。switch# show vpc peer-keepalive

ピアステータス、ローカルスイッチのロール、vPCシステム
のMACアドレスとシステムプライオリティ、およびローカ
ル vPCスイッチのMACアドレスとプライオリティを表示し
ます。

switch# show vpc role

vPCに関する統計情報を表示します。

Note
このコマンドは、現在作業しているvPCピアデバイスのvPC
統計情報しか表示しません。

switch# show vpc statistics

スイッチの出力に関する詳細については、ご使用の Cisco Nexusシリーズスイッチに関するコマ
ンドリファレンスを参照してください。

グレースフルタイプ 1検査ステータスの表示
次に、グレースフルタイプ 1整合性検査の現在のステータスを表示する例を示します。
switch# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 34
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Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Disabled
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1

グローバルタイプ 1不整合の表示
グローバルタイプ 1不整合が発生すると、セカンダリスイッチの vPCはダウンします。次の例
は、スパニングツリーモードでの不一致に伴って生じたこのタイプの不整合を示したものです。

次に、セカンダリスイッチ上の一時停止された vPC VLANのステータスを表示する例を示しま
す。

switch(config)# show vpc
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: failed
Per-vlan consistency status : success
Configuration consistency reason: vPC type-1 configuration incompatible - STP

Mode inconsistent
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-10

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 down* failed Global compat check failed -
30 Po30 down* failed Global compat check failed -

次に、プライマリスイッチ上の不整合ステータス（プライマリ vPC上の VLANは一時停止され
ていない）を表示する例を示します。

switch(config)# show vpc
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

仮想ポートチャネルの設定
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vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: failed
Per-vlan consistency status : success
Configuration consistency reason: vPC type-1 configuration incompatible - STP Mo
de inconsistent
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-10

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up failed Global compat check failed 1-10
30 Po30 up failed Global compat check failed 1-10

インターフェイス別タイプ 1不整合の表示
インターフェイス別タイプ 1不整合が発生すると、セカンダリスイッチの vPCポートはダウンし
ますが、プライマリスイッチの vPCポートはアップ状態が維持されます。次の例は、スイッチ
ポートモードでの不一致に伴って生じたこのタイプの不整合を示したものです。

次に、セカンダリスイッチ上の一時停止された vPC VLANのステータスを表示する例を示しま
す。

switch(config-if)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Disabled
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
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1 Po1 up 1

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1
30 Po30 down* failed Compatibility check failed -

for port mode

次に、プライマリスイッチ上の不整合ステータス（プライマリ vPC上の VLANは一時停止され
ていない）を表示する例を示します。

switch(config-if)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Disabled
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1
30 Po30 up failed Compatibility check failed 1

for port mode

VLANごとの整合性ステータスの表示
VLANごとの整合性ステータスまたは不整合のステータスを表示する場合は、show vpc
consistency-parameters vlansコマンドを入力します。

例

次に、プライマリおよびセカンダリスイッチ上の VLANの整合ステータスを表示する例
を示します。
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switch(config-if)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Disabled
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-10

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1-10
30 Po30 up success success 1-10

no spanning-tree vlan 5コマンドを実行することにより、プライマリ VLANとセカンダリ
VLANとの間に不整合が生じます。
switch(config)# no spanning-tree vlan 5

次に、セカンダリスイッチ上の VLANごとの整合ステータスを Failedとして表示する例
を示します。

switch(config)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 1
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status : success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs and BDs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Enabled, timer is off.(timeout = 240s)
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
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-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1000 up 1-5,8,11-19

vPC status
------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Active VLANs
----- ------------ ------ ----------- ----------------
101 Po101 up success 1-5,8,11-19
102 Po102 up success 1-5,8,11-19

次に、プライマリスイッチ上の VLANごとの整合ステータスを Failedとして表示する例
を示します。

switch(config)# show vpc brief
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 10
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
Per-vlan consistency status : failed
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Disabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Disabled
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po1 up 1-4,6-10

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
------ ----------- ------ ----------- -------------------------- -----------
20 Po20 up success success 1-4,6-10
30 Po30 up success success 1-4,6-10

次の例では、STP Disabledという不整合が表示されています。
switch(config)# show vpc consistency-parameters vlans

Name Type Reason Code Pass Vlans

------------- ---- ---------------------- -----------------------
STP Mode 1 success 0-4095
STP Disabled 1 vPC type-1 0-4,6-4095

configuration
incompatible - STP is
enabled or disabled on
some or all vlans

STP MST Region Name 1 success 0-4095
STP MST Region Revision 1 success 0-4095
STP MST Region Instance to 1 success 0-4095
VLAN Mapping
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STP Loopguard 1 success 0-4095
STP Bridge Assurance 1 success 0-4095
STP Port Type, Edge 1 success 0-4095
BPDUFilter, Edge BPDUGuard
STP MST Simulate PVST 1 success 0-4095
Pass Vlans - 0-4,6-4095

vPCのデフォルト設定
次の表は、vPCパラメータのデフォルト設定をまとめたものです。

Table 1:デフォルト vPCパラメータ

デフォルトパラメータ

32667vPCシステムプライオリティ

ディセーブルvPCピアキープアライブメッセージ

1秒vPCピアキープアライブ間隔

5秒vPCピアキープアライブタイムアウト

3200vPCピアキープアライブ UDPポート

vPCの設定

vPCのイネーブル化
vPCを設定して使用する場合は、事前に vPC機能をイネーブルにしておく必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# feature vpc
3. (Optional) switch# show feature
4. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1
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PurposeCommand or Action

スイッチで vPCをイネーブルにします。switch(config)# feature vpcStep 2

スイッチ上でイネーブルになっている機能を表示し

ます。

(Optional) switch# show featureStep 3

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 4

Example

次の例は、vPC機能をイネーブルにする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature vpc

vPCのディセーブル化
vPC機能をディセーブルにできます。

vPC機能をディセーブルにすると、Cisco Nexusデバイスはすべての vPC設定をクリアします。Note

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no feature vpc
3. (Optional) switch# show feature
4. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

スイッチで vPCをディセーブルにします。switch(config)# no feature vpcStep 2

スイッチ上でイネーブルになっている機能を表示し

ます。

(Optional) switch# show featureStep 3

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 4
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Example

次の例は、vPC機能をディセーブルにする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# no feature vpc

vPCドメインの作成
両側の vPCピアスイッチに対して、同じ vPCドメイン IDを作成する必要があります。このドメ
イン IDを基に、vPCシステムのMACアドレスが自動的に構成されます。

Before you begin

vPC機能が有効なことを確認します。

vPCピアリンクの両端にあるそれぞれのスイッチで設定を行う必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. (Optional) switch# show vpc brief
4. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

スイッチに対してvPCドメインを作成し、vpc-domain
コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# vpc domain domain-idStep 2

domain-idのデフォルト値はありません。指定できる
値の範囲は 1～ 1000です。

Note
既存の vPCドメインに対して vpc-domainコンフィ
ギュレーションモードを開始する場合は、vpc
domainコマンドを使用することもできます。

各 vPCドメインに関する要約情報を表示します。(Optional) switch# show vpc briefStep 3

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 4
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Example

次に、vPCドメインを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5

vPCキープアライブリンクと vPCキープアライブメッ
セージの設定

キープアライブメッセージを伝送するピアキープアライブリンクの宛先 IPを設定できます。必
要に応じて、キープアライブメッセージのその他のパラメータも設定できます。

Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCピア間でピアキープアライブリンクを使用して、設定可能な
キープアライブメッセージを定期的に送信します。これらのメッセージを送信するには、ピアデ

バイス間にレイヤ 3接続が必要です。ピアキープアライブリンクが起動および動作していない
と、システムは vPCピアリンクを開始できません。

ピアキープアライブメッセージに使用される送信元 IPアドレスと宛先の IPアドレスの両方が、
ネットワーク内で一意であることを確認してください。また、vPCピアキープアライブリンクに
関連付けられている仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスから、これらの IPアドレ
スが到達可能であることを確認してください。

vPCピアキープアライブリンクを使用する際は、個別の VRFインスタンスを設定して、各 vPC
ピアスイッチからそのVRFインスタンスにレイヤ 3ポートを接続することが推奨されます。ピア
リンク自体を使用して vPCピアキープアライブメッセージを送信しないでください。

Note

Before you begin

vPC機能が有効なことを確認します。

システムで vPCピアリンクを形成できるようにするには、まず vPCピアキープアライブリンク
を設定する必要があります。

vPCピアリンクの両端にあるそれぞれのスイッチで設定を行う必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination ipaddress [hold-timeout secs | interval msecs
{timeout secs} | precedence {prec-value | network | internet | critical | flash-override | flash | immediate
priority | routine} | tos {tos-value |max-reliability |max-throughput |min-delay |min-monetary-cost
| normal} | tos-byte tos-byte-value} | source ipaddress | vrf {name | management vpc-keepalive}]

4. (Optional) switch(config-vpc-domain)# vpc peer-keepalive destination ipaddress source ipaddress
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5. (Optional) switch# show vpc peer-keepalive
6. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

スイッチ上に vPCドメインが存在しない場合はそれ
を作成し、vpc-domainコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

switch(config)# vpc domain domain-idStep 2

vPCピアキープアライブリンクのリモートエンドの
IPv4アドレスを設定します。

switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination
ipaddress [hold-timeout secs | interval msecs {timeout
secs} | precedence {prec-value | network | internet |

Step 3

Notecritical | flash-override | flash | immediate priority |
vPCピアキープアライブリンクを設定するまで、
vPCピアリンクは構成されません。

routine} | tos {tos-value | max-reliability |
max-throughput | min-delay | min-monetary-cost |
normal} | tos-byte tos-byte-value} | source ipaddress | vrf
{name | management vpc-keepalive}] 管理ポートと VRFがデフォルトです。

vPCピアキープアライブリンクに対し、個別のVRF
インスタンスを設定して、各 vPCピアデバイスから
その VRFにレイヤ 3ポートを接続します。

(Optional) switch(config-vpc-domain)# vpc peer-keepalive
destination ipaddress source ipaddress

Step 4

キープアライブメッセージのコンフィギュレーショ

ンに関する情報を表示します。

(Optional) switch# show vpc peer-keepaliveStep 5

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 6

Example

次の例は、vPCピアキープアライブリンクの宛先 IPアドレスを設定する方法を示したも
のです。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination 10.10.10.42

次に、プライマリとセカンダリの vPCデバイス間でピアキープアライブリンク接続を設
定する例を示します。

switch(config)# vpc domain 100
switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination 192.168.2.2 source 192.168.2.1
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Note:--------:: Management VRF will be used as the default VRF ::--------
switch(config-vpc-domain)#

次の例は、vPCピアキープアライブリンクに対して、vpc_keepaliveという名前の VRFイ
ンスタンスを別途設定する方法、およびその新しい VRFを検査する方法を示したもので
す。

vrf context vpc_keepalive
interface Ethernet1/31
switchport access vlan 123

interface Vlan123
vrf member vpc_keepalive
ip address 123.1.1.2/30
no shutdown

vpc domain 1
peer-keepalive destination 123.1.1.1 source 123.1.1.2 vrf

vpc_keepalive

L3-NEXUS-2# show vpc peer-keepalive

vPC keep-alive status : peer is alive
--Peer is alive for : (154477) seconds, (908) msec
--Send status : Success
--Last send at : 2011.01.14 19:02:50 100 ms
--Sent on interface : Vlan123
--Receive status : Success
--Last receive at : 2011.01.14 19:02:50 103 ms
--Received on interface : Vlan123
--Last update from peer : (0) seconds, (524) msec

vPC Keep-alive parameters
--Destination : 123.1.1.1
--Keepalive interval : 1000 msec
--Keepalive timeout : 5 seconds
--Keepalive hold timeout : 3 seconds
--Keepalive vrf : vpc_keepalive
--Keepalive udp port : 3200
--Keepalive tos : 192

The services provided by the switch , such as ping, ssh, telnet,
radius, are VRF aware. The VRF name need to be configured or
specified in order for the correct routing table to be used.
L3-NEXUS-2# ping 123.1.1.1 vrf vpc_keepalive
PING 123.1.1.1 (123.1.1.1): 56 data bytes
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=0 ttl=254 time=3.234 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=1 ttl=254 time=4.931 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=2 ttl=254 time=4.965 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=3 ttl=254 time=4.971 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=4 ttl=254 time=4.915 ms

--- 123.1.1.1 ping statistics ---
5 packets transmitted, 5 packets received, 0.00% packet loss
round-trip min/avg/max = 3.234/4.603/4.971 ms

vPCピアリンクの作成
vPCピアリンクを作成する場合は、指定した vPCドメインのピアリンクとするEtherChannelを各
スイッチ上で指定します。冗長性を確保するため、トランクモードで vPCピアリンクとして指
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定する EtherChannelを設定し、各 vPCピアスイッチで個別のモジュールの 2つのポートを使用す
ることを推奨します。

Before you begin

vPC機能が有効なことを確認します。

vPCピアリンクの両端にあるそれぞれのスイッチで設定を行う必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface port-channel channel-number

3. switch(config-if)# vpc peer-link
4. (Optional) switch# show vpc brief
5. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

このスイッチの vPCピアリンクとして使用する
EtherChannelを選択し、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface port-channel channel-numberStep 2

選択した EtherChannelを vPCピアリンクとして設定
し、vpc-domainコンフィギュレーションモードを開
始します。

switch(config-if)# vpc peer-linkStep 3

vPCピアリンクに関する情報など、各 vPCの情報を
表示します。

(Optional) switch# show vpc briefStep 4

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 5

Example

次の例は、vPCピアリンクを設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 20
switch(config-if)# vpc peer-link
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設定の互換性の検査
両側の vPCピアスイッチに vPCピアリンクを設定した後に、すべての vPCインターフェイスで
設定に整合性があるかどうかの検査を行います。

次の QoSパラメータでタイプ 2整合性検査がサポートされています。

• Network QoS：MTUおよび Pause

• Input Queuing：Bandwidthおよび Absolute Priority

• Output Queuing：Bandwidthおよび Absolute Priority

タイプ 2の不一致の場合、vPCは停止しません。タイプ 1の不一致が検出されると vPCは停止し
ます。

手順の概要

1. switch# show vpc consistency-parameters{global|interface port-channelchannel-number}

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

すべての vPCインターフェイス全体で一貫している
必要があるパラメータのステータスを表示します。

switch# show vpc
consistency-parameters{global|interface
port-channelchannel-number}

Step 1

例

次の例は、すべての vPCインターフェイスの間で必須設定の互換性が保たれているか
チェックする方法を示します。

switch# show vpc consistency-parameters global
Legend:

Type 1 : vPC will be suspended in case of mismatch
Name Type Local Value Peer Value

------------- ---- ---------------------- -----------------------
QoS 2 ([], [], [], [], [], ([], [], [], [], [],

[]) [])

Network QoS (MTU) 2 (1538, 0, 0, 0, 0, 0) (1538, 0, 0, 0, 0, 0)
Network Qos (Pause) 2 (F, F, F, F, F, F) (1538, 0, 0, 0, 0, 0)
Input Queuing (Bandwidth) 2 (100, 0, 0, 0, 0, 0) (100, 0, 0, 0, 0, 0)
Input Queuing (Absolute 2 (F, F, F, F, F, F) (100, 0, 0, 0, 0, 0)
Priority)
Output Queuing (Bandwidth) 2 (100, 0, 0, 0, 0, 0) (100, 0, 0, 0, 0, 0)
Output Queuing (Absolute 2 (F, F, F, F, F, F) (100, 0, 0, 0, 0, 0)
Priority)
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STP Mode 1 Rapid-PVST Rapid-PVST
STP Disabled 1 None None
STP MST Region Name 1 "" ""
STP MST Region Revision 1 0 0
STP MST Region Instance to 1
VLAN Mapping

STP Loopguard 1 Disabled Disabled
STP Bridge Assurance 1 Enabled Enabled
STP Port Type, Edge 1 Normal, Disabled, Normal, Disabled,
BPDUFilter, Edge BPDUGuard Disabled Disabled
STP MST Simulate PVST 1 Enabled Enabled
Allowed VLANs - 1,624 1
Local suspended VLANs - 624 -
switch#

vPC自動リカバリのイネーブル化

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. switch(config-vpc-domain)# auto-recovery reload-delay delay

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

既存の vPCドメインに対して vpc-domainコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

switch(config)# vpc domain domain-idStep 2

自動リカバリ機能をイネーブルにし、リロード遅延

時間を設定します。デフォルトではディセーブルに

なっています。

switch(config-vpc-domain)# auto-recovery reload-delay
delay

Step 3

例

次の例は、vPCドメイン 10で自動リカバリ機能をイネーブルにし、遅延時間を 240秒に
設定する方法を示したものです。

switch(config)# vpc domain 10
switch(config-vpc-domain)# auto-recovery reload-delay 240
Warning:
Enables restoring of vPCs in a peer-detached state after reload, will wait for 240 seconds
(by default) to determine if peer is un-reachable
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次の例は、vPCドメイン 10における自動リカバリ機能のステータスを表示する方法を示
したものです。

switch(config-vpc-domain)# show running-config vpc
!Command: show running-config vpc
!Time: Tue Dec 7 02:38:44 2010

feature vpc
vpc domain 10
peer-keepalive destination 10.193.51.170
auto-recovery

復元遅延時間の設定
ピアの隣接が形成され、VLANインターフェイスがバックアップされるまで、バックアップから
の vPCの回復を遅らせるようにリストアタイマーを設定できます。この機能により、vPCが再び
トラフィックの受け渡しをし始める前にルーティングテーブルが収束できなかった場合のパケッ

トのドロップを回避できます。

始める前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

vPCピアリンクの両端にあるそれぞれのスイッチで設定を行う必要があります。手順は次のとお
りです。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. switch(config-vpc-domain)# delay restore time

4. （任意） switch# copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

スイッチ上に vPCドメインが存在しない場合はそれ
を作成し、vpc-domainコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

switch(config)# vpc domain domain-idStep 2

vPCが復元されるまでの遅延時間を設定します。switch(config-vpc-domain)# delay restore timeStep 3
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目的コマンドまたはアクション

復元時間は、復元された vPCピアデバイスが稼働す
るまで遅延時間（単位は秒）です。値の範囲は 1～
3600です。デフォルトは 30秒です。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） switch# copy running-config startup-configStep 4

例

次の例は、vPCリンクに対する復元遅延時間の設定方法を示したものです。
switch(config)# vpc domain 1
switch(config-vpc-domain)# delay restore 10
switch(config-vpc-domain)#

vPCピアリンク障害発生時における VLANインターフェ
イスのシャットダウン回避

vPCピアリンクが失われると、vPCセカンダリスイッチによりその vPCメンバポートおよびス
イッチ仮想インターフェイス（SVI）が一時停止されます。また、vPCセカンダリスイッチのす
べての VLANに対して、レイヤ 3転送はすべてディセーブルになります。ただし、特定の SVIイ
ンターフェイスを一時停止の対象から除外することができます。

始める前に

VLANインターフェイスが設定済みであることを確認します。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. switch(config-vpc-domain))# dual-active exclude interface-vlan range

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ上に vPCドメインが存在しない場合はそれ
を作成し、vpc-domainコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

switch(config)# vpc domain domain-idStep 2

vPCピアリンクが失われた場合でもアップ状態を維
持する必要がある VLANインターフェイスを指定し
ます。

switch(config-vpc-domain))# dual-active exclude
interface-vlan range

Step 3

range：シャットダウンしないようにするVLANイン
ターフェイスの範囲を指定します。値の範囲は 1～
4094です。

例

次の例は、vPCピアリンクに障害が発生した場合でも vPCピアスイッチの VLAN 10に
対してインターフェイスのアップ状態を維持する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# dual-active exclude interface-vlan 10
switch(config-vpc-domain)#

VRF名の設定
ping、ssh、telnet、radiusなどのスイッチサービスは VRF対応です。適切なルーティングテーブ
ルを使用するためには、VRF名を設定する必要があります。

VRF名を指定することができます。

手順の概要

1. switch# ping ipaddress vrf vrf-name

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

Virtual Routing and Forwarding（VRF）名を指定しま
す。VRF名は、長さが最大32文字で、大文字と小文
字は区別されます。

switch# ping ipaddress vrf vrf-nameStep 1
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例

次の例は、vpc_keepaliveという名前の VRFを指定する方法を示したものです。
switch# ping 123.1.1.1 vrf vpc_keepalive
PING 123.1.1.1 (123.1.1.1): 56 data bytes
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=0 ttl=254 time=3.234 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=1 ttl=254 time=4.931 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=2 ttl=254 time=4.965 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=3 ttl=254 time=4.971 ms
64 bytes from 123.1.1.1: icmp_seq=4 ttl=254 time=4.915 ms

--- 123.1.1.1 ping statistics ---
5 packets transmitted, 5 packets received, 0.00% packet loss
round-trip min/avg/max = 3.234/4.603/4.971 ms

他のポートチャネルの vPCへの移行
Before you begin

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

vPCピアリンクの両端にあるそれぞれのスイッチで設定を行う必要があります。手順は次のとお
りです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface port-channel channel-number

3. switch(config-if)# vpc number

4. (Optional) switch# show vpc brief
5. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

vPCに配置してダウンストリームスイッチに接続す
るポートチャネルを選択し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface port-channel channel-numberStep 2

Note
vPCは、通常のポートチャネル上（物理vPCトポロ
ジ）およびポートチャネルのホストインターフェ
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PurposeCommand or Action

イス上（ホストインターフェイスのvPCトポロジ）
で設定できます。

選択したポートチャネルを vPCに配置してダウンス
トリームスイッチに接続するように設定します。範

囲は 1～ 4096です。

switch(config-if)# vpc numberStep 3

vPCピアスイッチからダウンストリームスイッチに
接続されているポートチャネルに割り当てる vPC番
号は、両方の vPCスイッチで同じでなければなりま
せん。

各 vPCに関する情報を表示します。(Optional) switch# show vpc briefStep 4

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 5

Example

次の例は、ダウンストリームデバイスに接続されるポートチャネルを設定する方法を示

します。

switch# configure terminal

switch(config)# interface port-channel 20

switch(config-if)# vpc 5

vPCドメインMACアドレスの手動での設定

システムアドレスの設定を行うかどうかは任意です。Note

Before you begin

vPC機能が有効なことを確認します。

vPCピアリンクの両端にあるそれぞれのスイッチで設定を行う必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. switch(config-vpc-domain)# system-mac mac-address
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4. (Optional) switch# show vpc role
5. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

スイッチ上にある既存のvPCドメインを選択するか、
または新規の vPCドメインを作成して、vpc-domain

switch(config)# vpc domain domain-idStep 2

コンフィギュレーションモードを開始します。

domain-idのデフォルト値はありません。指定できる
値の範囲は 1～ 1000です。

指定した vPCドメインに割り当てるMACアドレス
を aaaa.bbbb.ccccの形式で入力します。

switch(config-vpc-domain)# system-mac mac-addressStep 3

vPCシステムのMACアドレスを表示します。(Optional) switch# show vpc roleStep 4

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 5

Example

次の例は、vPCドメインのMACアドレスを設定する方法を示したものです。
switch# configure terminal

switch(config)# vpc domain 5

switch(config-if)# system-mac 23fb.4ab5.4c4e

システムプライオリティの手動での設定
vPCドメインを作成すると、vPCシステムプライオリティが自動的に作成されます。ただし、vPC
ドメインのシステムプライオリティは手動で設定することもできます。

Before you begin

vPC機能が有効なことを確認します。

vPCピアリンクの両端にあるそれぞれのスイッチで設定を行う必要があります。
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SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. switch(config-vpc-domain)# system-priority priority

4. (Optional) switch# show vpc brief
5. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

スイッチ上にある既存のvPCドメインを選択するか、
または新規の vPCドメインを作成して、vpc-domain

switch(config)# vpc domain domain-idStep 2

コンフィギュレーションモードを開始します。

domain-idのデフォルト値はありません。指定できる
値の範囲は 1～ 1000です。

指定した vPCドメインに割り当てるシステムプライ
オリティを入力します。指定できる値の範囲は、1～
65535です。デフォルト値は 32667です。

switch(config-vpc-domain)# system-priority priorityStep 3

vPCピアリンクに関する情報など、各 vPCの情報を
表示します。

(Optional) switch# show vpc briefStep 4

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 5

Example

次の例は、vPCピアリンクを設定する方法を示します。
switch# configure terminal

switch(config)# vpc domain 5

switch(config-if)# system-priority 4000

vPCピアスイッチのロールの手動による設定
デフォルトの場合、Cisco NX-OSでは、vPCドメインおよび vPCピアリンクの両側を設定した
後、プライマリおよびセカンダリの vPCピアスイッチが選択されます。ただし、vPCのプライマ
リスイッチとして、特定の vPCピアスイッチを選択することもできます。選択したら、プライ
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マリスイッチにする vPCピアスイッチに、他の vPCピアスイッチより小さいロール値を手動で
設定します。

vPCはロールのプリエンプションをサポートしていません。プライマリ vPCピアスイッチに障害
が発生すると、セカンダリ vPCピアスイッチが、vPCプライマリデバイスの機能を引き継ぎま
す。ただし、以前のプライマリ vPCが再び稼働しても、機能のロールは元に戻りません。

Before you begin

vPC機能が有効なことを確認します。

vPCピアリンクの両端にあるそれぞれのスイッチで設定を行う必要があります。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. switch(config-vpc-domain)# role priority priority

4. (Optional) switch# show vpc brief
5. (Optional) switch# copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

Procedure

PurposeCommand or Action

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

スイッチ上にある既存のvPCドメインを選択するか、
または新規の vPCドメインを作成して、vpc-domain

switch(config)# vpc domain domain-idStep 2

コンフィギュレーションモードを開始します。

domain-idのデフォルト値はありません。指定できる
値の範囲は 1～ 1000です。

vPCシステムプライオリティとして使用するロール
プライオリティを指定します。指定できる値の範囲

は、1～ 65535です。デフォルト値は 32667です。

switch(config-vpc-domain)# role priority priorityStep 3

vPCピアリンクに関する情報など、各 vPCの情報を
表示します。

(Optional) switch# show vpc briefStep 4

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

(Optional) switch# copy running-config startup-configStep 5

Example

次の例は、vPCピアリンクを設定する方法を示します。
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switch# configure terminal

switch(config)# vpc domain 5

switch(config-if)# role priority 4000

レイヤ 3 vPC経由の設定

始める前に

ピアゲートウェイ機能が両方のピアで有効かつ設定済みで、両方のピアが vPC経由のレイヤ 3に
対応したイメージを実行していることを確認します。ピアゲートウェイ機能を有効にせずに layer3
peer-routerコマンドを入力した場合は、ピアゲートウェイ機能を有効にするように勧める syslog
メッセージが表示されます。

ピアリンクがアップしていることを確認します

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# vpc domain domain-id

3. switch(config-vpc-domain)#layer3 peer-router
4. switch(config-vpc-domain)# exit

5. （任意） switch# show vpc brief

6. （任意） switch# copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

vPCドメインがまだ存在しなかった場合はそれを作
成し、vpc-domainコンフィギュレーションモードを

switch(config)# vpc domain domain-id

例：

Step 2

開始します。デフォルトはありません。指定できる

範囲は <1～ 1000>です。
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

両方のピアとのピアリング隣接関係を形成するため

レイヤ 3デバイスを有効にします。
switch(config-vpc-domain)#layer3 peer-routerStep 3

（注）

仮想ポートチャネルの設定

40

仮想ポートチャネルの設定

レイヤ 3 vPC経由の設定



目的コマンドまたはアクション

両方のピアでこのコマンドを設定します。このコマ

ンドをピアのうち 1つでのみ設定するか、1つのピ
アで無効にすると、レイヤ 3ピアルータの動作状態
が無効になります。動作状態に変更があると、通知

が表示されます。

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

switch(config-vpc-domain)# exitStep 4

各 vPCドメインに関する要約情報を表示します。（任意） switch# show vpc briefStep 5

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） switch# copy running-config startup-configStep 6

例

次に、vPC機能経由でレイヤ 3を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# layer3 peer-router

switch(config-vpc-domain)# exit

switch(config)#

次に、vPC経由でレイヤ3機能が設定されているかどうかを確認する例を示します。動作
レイヤ 3ピアは、vPC経由のレイヤ 3の動作状態の設定に応じて有効または無効になりま
す。

switch# show vpc brief

vPC domain id : 5
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status : success
Per-vlan consistency status : failed
Type-2 consistency status : success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 2
Peer Gateway : Enabled
Peer gateway excluded VLANs : -
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Enabled (timeout = 240 seconds)
Operational Layer3 Peer : Enabled
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


